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① ② ③ ④ ⑤

青森県 つがる市 ○
昨年度は７月末に市の子育て支援センターの利用者や職員を対象に「熱中症」をテーマに講話、リーフレット等を配付。
今年度は、乳幼児健診時に注意喚起のリーフレット等配付を計画。

青森県 今別町 ○ ○ ○
広報に掲載し、熱中症の注意喚起。
保健師による各地区での健康教育事業の開催時に説明。
保健師による家庭訪問の際に、注意喚起。

秋田県 能代市 ○ ○
ケアマネジャーの情報交換会にて、熱中症対応を依頼。（リーフレット等を配布）
高齢者の健康教室（ゆうあい健康教室）や高齢者の農作業体験事業（青空デイサービス）にて熱中症対策の講話を実施。
民生委員・児童委員に対し、熱中症対策について高齢者への声掛けを依頼。

山形県 鶴岡市 ○
昨年は、民生委員・児童委員に依頼し、友愛訪問（７０歳以上の一人暮らし高齢者の安否確認を行う活動、週一回訪問）の際に、こまめに水分
を摂るなど熱中症に対して十分注意するように周知。今年も同様に依頼する方向で検討中。

山形県 真室川町 ○ ○ ○
高齢者の集いの場（高齢者サロン）等の場において熱中症予防の話を実施。
広報への掲載。
１人暮らし高齢者への訪問。

栃木県 栃木市 ○
栃木市高齢者ふれあい相談員事業（７０歳以上のひとり暮らし高齢者および７０歳以上のみの世帯に対し、原則週１回の訪問）において、毎
月、季節の話題等を掲載した「ふれあい通信」を作成し、訪問時に配布しているが、平成２２年度の７月号・８月号には熱中症をとりあげ、注意
喚起。本年度も同様に、情報提供や注意喚起を行っていく予定。

栃木県 西方町 ○ 町広報誌８月号に熱中症対策について掲載予定

栃木県 茂木町 ○ ○

区長文書にて、町で作成した熱中症注意喚起のリーフレット等を6月中に全戸配布予定。
社会福祉協議会で実施している老人給食宅配の際、リーフレット等を配布しながら声かけして注意喚起。
町報7月号において、熱中症を予防する日常生活の注意などを掲載予定。
昨年は、7月に熱中症注意喚起のリーフレット等を自治会を通じて全戸配布。また、町報8月号にて、熱中症の予防について記事を掲載。
ケーブルテレビによる啓発

栃木県 市貝町 ○
町内各自治会長に依頼し、町で作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を7月中旬に全世帯（一人暮らし高齢者や障害者も含む）に配布
をして周知。

栃木県 岩舟町 ○ ○

町で作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を6月定例会で民生委員・児童委員に配布し一人暮らしの高齢者及び高齢者のみの世帯など
に対し事前の周知。
町で作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等及び環境省で作成したリーフレット等を併用し、介護保険利用者や要援護者等に訪問の際配
布し注意喚起。
町で作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を、町内福祉施設に配布し、施設での熱中症に対しての対策を啓発。
7月に町広報紙・お知らせ版・ホームページなどの媒体を通じ、全町民に対して注意喚起。

都道府県名 市町村名 事業内容
類型

※　類型…①訪問による注意喚起　②イベント等での注意喚起　③熱中症対策の物品配布　④避難場所設置　⑤その他
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群馬県 前橋市 ○
民生委員・児童委員に依頼し、厚生労働省で作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を６月から７月に配布し、一人暮らし高齢者への周
知を図る予定。

群馬県 伊勢崎市 ○ ○
ひとり暮らし高齢者については、民生委員・児童委員の見守り活動における熱中症予防の呼びかけを依頼。
老人クラブの各種行事やミニデイサービス等の高齢者が参加する行事の際に、熱中症についての注意喚起。

群馬県 館林市 ○ ○

５月の地区民生委員児童委員協議会の定例会において、地域包括支援センターが作成した熱中症予防講演会のリーフレット等を配付し、講
演会の参加を呼びかけ。
昨年７月に地区民生委員児童委員協議会の定例会において、環境省が作成した熱中症予防啓発のリーフレット等を民生委員・児童委員を通
して、６５歳以上の１人世帯高齢者を中心に配付。

群馬県 みどり市 ○ ○ ○
民生委員・児童委員に依頼し、市で作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を7月上旬に一人暮らし高齢者へ配布。
乳幼児健診等を利用し、リーフレット等を配布。
市の広報により熱中症の対策について周知。

群馬県 下仁田町 ○
出前講座にて、６月に高齢者の熱中症予防を内容に入れている。
地域支援事業の中の一次予防事業として、月１回、１４か所の健康教室で熱中症予防対策の講話を実施。

群馬県 大泉町 ○ ○

昨年は、町が作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を民生委員・児童委員を通じて1人暮らしもしくは高齢の世帯へ配付。今年度も民生
委員・児童委員に依頼し、注意喚起のリーフレット等を６月上旬に配付し、事前の周知。
生活保護受給者に対し、６月の保護費支給日に併設し、熱中症の注意喚起のリーフレット等を配付する予定で、担当者と調整中。
天候等を踏まえ、町内の高齢者施設等を通して、注意喚起を行う予定で、担当者間で調整中。

群馬県 甘楽町 ○ ○
昨年の7/28～9/10までの間、不定期で午前10時に町内放送で熱中症の注意喚起の呼びかけ。今年度も予定。
地域支援事業として、地域１０か所で高齢者が集まる「おたっしゃ会」を運営し、月1回保健師が出向き健康相談等を実施しているが、６～８月
の時期には「熱中症対策」を題した講話を適宜実施。

群馬県 玉村町 ○ ○
気温が３５℃以上になる予報がある日を対象に、町広報車で熱中症の注意を促す広報を実施。
町内の公民館等で行っている筋トレ教室で、熱中症注意のリーフレット等を配付や講話を実施。
町広報を使って熱中症注意のお知らせを掲載。

埼玉県 さいたま市 ○ ○

６月中旬から、一人暮らしと高齢者のみの世帯を対象に、民生委員・児童委員に依頼して高齢者生活実態調査を実施。その訪問の際に、「ど
うしても暑いときに、冷房をがまんしすぎない」「特に水分補給を心がけること」等を話題にしていただく。
広く市民に対し、市報掲載、回覧板、公共機関へのポスター掲示等を活用し注意喚起。
特に高齢者については、環境省作成の高齢者用のリーフレット等を本市で増刷し、ケアマネージャー等を通じ高齢者に配布予定。
また、リーフレット等と同じ内容のクリアファイルを作成し、高齢者に接することの多い民生委員等に配布し、注意喚起に使用していただくよう調
整中。
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埼玉県 川越市 ○ ○ ○

広報、ホームページ、電光掲示板、防災無線を活用した啓発を実施予定。
保健推進員、学童保育指導員などに対する熱中症対策の研修会を実施。
公民館、老人会などからの熱中症予防に関する出前講座の依頼への対応。
関係各課と連携し、熱中症予防啓発のリーフレット等の提供。
保健推進員、民生委員による地域への啓発。
保健センター事業の参加者（妊婦・乳幼児・高齢者等）や訪問の際に啓発リーフレット等を配布。

埼玉県 熊谷市 ○ ○ ○

「暑さ対策　暑さにまけるな中学生事業」を実施
事業内容：
市内全中学２年生を対象とした熱中症対策講習を学校の授業の一環として実施。具体的には、５月下旬から６月にかけて本市消防職員（救急
隊員等）が各中学校へ訪問し、熱中症に対する処置についての講習（１時限）を実施。
事業目的、経緯等：
炎天下の運動等の機会が多い中学生に対し、熱中症を予防し、いざという時の知識、スキルを習得させる。

「暑さ対策　まちなかオアシス事業」を実施
事業内容：
　市民のために、庁舎や公民館など市内１７か所の公共施設に水分補給ができる一時的な避難場所を開設。期間は、７月上旬から９月２０日
（火）まで。
　各施設に「冷たいスポーツドリンク」と「冷たいおしぼり」を用意し、例えば外出中に体調を崩して施設を訪れた市民などに無料で提供し、体調
回復に役立ててもらう。各施設を熱中症対策のための避難所として周知し、利用してもらいやすいようＰＲ用ののぼり旗を設置する。また、各施
設の職員を対象に、熱中症対策講習を実施し、気分が悪くなった市民への適切な対応ができるようにする。
事業目的、経緯等：
　熱中症罹患が高かった平成２２年度の状況を踏まえ、市内全域に気軽に立ち寄ることができる一時的な避難所を設けることにより、熱中症
患者の増加を防ぐ。
　昨年から公民館等の社会教育施設内に「熱中症予防」に関する掲示を実施し、施設利用者へ啓発を図っていたところであるが、平成２３年度
は、それに加え熱中症予防施設として、市民が気軽に利用できる場所を提供する。

「暑さ対策　熱中症グッズ配布事業」を実施
事業内容：
　熱中症にかかりやすい市民に対し、予防グッズ（クールスカーフ）を無償配布。クールスカーフの素材には、水に濡らして刺激を与えると気化
熱によって冷却効果を生じるものを採用。
　配布対象者は、単身高齢者約３，０００人（民生委員を通じて配布）及び小学生約１１，０００人の合計約１４，０００人。
　予防グッズ（クールスカーフ）は、熊谷市の新たなオリジナルグッズとして、夏季限定の販売も行う。
事業目的、経緯等：
　平成２２年度の年中症罹患状況を踏まえ、高齢者の熱中症リスクの軽減を図るとともに、猛暑に対する小学生の負担の軽減を図る。
　猛暑であった昨年から、市内の一部の小学校では、児童が水で濡らしたタオルやバンダナを首に巻いて授業を受けるなど、熱中症予防に取
り組んでいたが、今回、効果的なグッズを全小学生に配布し、熱中症予防を強化する。
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「暑さ対策　ＰＲ事業」を実施
事業内容：
　６０秒程度の「暑さ対策ＣＭ」を作成し、庁舎１階のコミュニティビジョンなどの公共施設や、市内の映画館２館での上映、インターネットの熊谷
市チャンネルなどで情報発信を行い、暑さ対策の取組を紹介。
事業目的、経緯等：
　暑さ対策に対しイメージを共有化し活動を浸透させていくために、映像を使いわかりやすく伝えていく。映画館では、座席で鑑賞することにな
るため、メッセージもより伝わりやすく、市民意識の向上にも繋がる。
　これまでの「あつさ　はればれ　熊谷流」の取組や、市民団体の活動の映像を活用し、市民に周知する。

「暑さ対策　涼しさ体感アート事業」を実施
事業内容：視覚・聴覚的効果による「暑さ対策」としてアート・プロジェクトを実施。具体的には、市民や市内の専門学校から「涼」、「水」、「青」を
テーマとした作品制作を公募し、「涼しさ」を体感できる作品を熊谷駅周辺に展示。また、同駅正面口及び南口の階段に「清涼感」のあるアート
を貼り付ける。
事業目的、経緯等：本市の街並みを「クール」をコンセプトとしたアートで装飾することにより、感覚的な効果をもたらし、さらに市民協働の意識
を醸成することを目的とする。

単身高齢者慰問事業を実施（平成２１年度）
事業内容：
単身高齢者慰問事業の一環として、民生委員・児童委員に携帯型熱中症計、クールスカーフ、熱中症予防リーフレットの配布を依頼した（実施
時期７～８月、単身高齢者数：約２，３００人）。また、熊谷市ホームページにおいて市民に情報提供している「熱中症予防情報」において厳重
警戒が発表された場合は、市内の老人福祉センター４施設に対し連絡をし、館内放送等で来館者に熱中症予防を呼びかけた。

単身高齢者慰問事業を実施（平成２２年度）
事業内容：
前年熱中症計を配布した単身高齢者に対しては熱中症計の交換用の電池、前年８月以降新たに台帳登録があった単身高齢者に対しては、
熱中症計の配布を民生委員・児童委員に依頼（実施時期７～８月、単身高齢者数約２，３００人）。老人福祉センターについては、平成２１年度
と同様の対応。

単身高齢者慰問事業を実施（平成２３年度）
事業内容：
今年度は、熱中症予防の品物（クールスカーフ）の配布を企画課が行うため、単身高齢者の熱中症予防リーフレットの配布と見守りの依頼を７
月に民生委員に対し行うことを検討中。老人福祉センターについては、前年と同様の対応を行う予定。

埼玉県 川口市 ○ ○
昨年度と同様に、市で作成した熱中症の注意喚起のポスターを多くの方が利用する様々な施設に掲示。
また、民生委員・児童委員に依頼し、地域の高齢者への熱中症の注意喚起を実施。

埼玉県 行田市 ○ ○

６月開催の民生委員・児童委員の定例会で、ひとり暮らし、ねたきり、認知症及び高齢者のみの世帯の調査をお願いすることとしており、その
対象者に熱中症予防に関するリーフレット等を配布するとともに啓発を行っていただく。
地域包括支援センターが開催する介護者教室において、夏を健康で過ごしていただくための、食中毒、熱中症予防に関する啓発を実施（６月
中に市内の３ヵ所で）。

埼玉県 秩父市 ○ 熱中症について、ホームページや市報等により市民へ啓発。
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埼玉県 所沢市 ○ ○ ○

熱中症の注意喚起のパンフレットを作成し、下記の方法で周知。
　①　地域包括支援センターの訪問時や介護予防教室開催時に配布
　②　高齢者みまもり相談員訪問時に配布
　③　老人福祉センター・憩の家に設置
昨年度も同様の方法で周知・広報を実施。

埼玉県 東松山市 ○
広報市に熱中症対策の特集を掲載（７月号２ページ）。
防災行政無線を利用して市民に周知。

埼玉県 上尾市 ○

高齢者の熱中症対策に関するリーフレットを市で作成し、５月に下記に対し、配布依頼をおこなった。
　民生委員・児童委員
　いきいきクラブ（事務区を単位に、仲間づくり、生きがいづくりを図る活動を行っている自主的組織）
　地域包括支援センター
　市内居宅介護支援事業所
　介護事業予防「アッピー元気体操」リーダー

埼玉県 越谷市 ○ ○
高齢者の自宅訪問時に、熱中症の予防方法を具体的に伝達。
地区やサークル等の高齢者の健康に関する学習会の時に、熱中症の予防方法やリーフレットを配布する等、高齢者が集う機会がある時に
は、できるだけ水分補給をする時間を設けたり、熱中症予防に関する話をしている。

埼玉県 蕨市 ○ ○

平成２３年度の高齢者向け熱中症対策について
　４月２７日　民生委員総会で今年も熱中症の危険性が高いことから、高齢者の見守りを依頼
　７月　１日　広報誌７月号で、高齢者の熱中症の予防について周知
　７月　上旬　７５歳以上の単身高齢者、高齢者世帯のみ世帯に対して、「熱中症の注意喚起」のはがきを送付
　　※　７５歳以上の高齢者（Ｈ２２独居：１，１５４人、２名以上：１，６２２人）配食サービス（６９人）、緊急連絡システム（２７５人）利用者に対し
て、「熱中症の注意喚起」のはがきを送付。介護保険室及び地域包括支援センター窓口で「熱中症の注意喚起」のリーフレット等の配布
　７月　下旬　民生委員による「熱中症の注意喚起」のリーフレット等の配布と高齢者の見守り。
　８月中　蕨市介護保険事業者連絡会情報交換会で高齢者の熱中症対策について協力依頼。
　　　　　　「熱中症の注意喚起」のリーフレット等の配布

埼玉県 朝霞市 ○
民生委員・児童委員に依頼し、高齢者等の要援護者について、見守りをしていただけるよう依頼済。
生活保護受給者については、各ケースワーカーにおいて、訪問等を行い、熱中症に対するケアを実施。

埼玉県 新座市 ○ おおむね６５歳以上の独り暮らし高齢者で携帯型熱中時計が必要な方へ給付。平成２３年４月１日から実施（所得要件あり）。
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① ② ③ ④ ⑤
都道府県名 市町村名 事業内容

類型
※　類型…①訪問による注意喚起　②イベント等での注意喚起　③熱中症対策の物品配布　④避難場所設置　⑤その他

埼玉県 八潮市 ○

民生委員・児童委員及び主任児童委員に、月１回行っているカレンダー配布等の際に高齢者の方々に熱中症の注意喚起のリーフレット等を
配布し、見守り活動を実施する方向で調整中。
昨年は、長寿介護課及び障がい福祉課で熱中症の注意喚起のリーフレット等を窓口等において配布するとともに、ケアマネジャー等を通じ注
意喚起のリーフレット等を配布した。今年も実施の方向で調整中。

埼玉県 富士見市 ○ ○

昨年６月末～９月末にかけて、下記内容の熱中症予防対策に取り組んだ。
【社会福祉関係】
　　民生委員・児童委員に、一人暮らし高齢者に対する注意喚起を依頼（県のホームページ掲載のリーフレット「熱中症対策６つのポイント」の
配布とあわせ、注意喚起の声かけを実施）。
【高齢者福祉関係】
　　ケアマネジャー、ヘルパーの高齢者宅個別訪問時に注意喚起のリーフレット（県のホームページ掲載の「熱中症対策６つのポイント」）を配
布し注意喚起を実施（居宅介護支援事業・訪問介護事業）
　　地域包括支援センター会議において注意喚起の強化を依頼。
　　サービス利用者と利用者以外の個別訪問を開始。
【子育て支援関係】
　　保育所の保健だよりや子育て支援センター広報誌で「熱中症予防」を周知。
【健康増進関係】
　　一般高齢者団体に対し、「熱中症予防」の周知。
　　市のホームページに熱中症注意喚起の内容を掲載。関連情報等のリンクも実施。
　　熱中症指数“注意”以上の場合に、午後２時を目安に市の防災無線によりアナウンスを実施。
【学校教育関係】
　　熱中症関係の件通知（７／２１付）を部活動の生徒やプール関係者に配布。
　　今夏も、高気温の予想に加え、震災による電力供給不足、節電意識の高まりによる屋内における熱中症の恐れ等が考えられる為、昨年に
引き続き、今年も注意喚起実施予定。

埼玉県 幸手市 ○
市（社会福祉課と介護福祉課で検討中）が作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を民生委員・児童委員が見守り活動等を行う際、７月
から９月の間配布し、周知が図れるよう検討中。

埼玉県 吉川市 ○ 民生委員・児童委員に依頼し、熱中症の注意喚起のリーフレット等を一人暮らしの高齢者等に配布し周知。

埼玉県 ふじみ野市 ○
県で作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を民生委員・児童委員に依頼し、一人暮らしや見守りの必要な高齢者に配布する予定で関係
課と調整中。

埼玉県 毛呂山町 ○ 民生委員・児童委員に依頼し、町で作成した熱中症対策のリーフレット等を６月から配布し、高齢者へ注意を呼びかける予定。

埼玉県 嵐山町 ○ ○

町広報誌（７月号）に熱中症の注意喚起の記事を掲載して、広く町民に啓発。
民生委員・児童委員に協力を依頼し、町で作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を６月から７月ごろに配布し、高齢者等への周知。
社会福祉協議会等に協力を依頼し、見守り活動を行っている訪問人に、訪問時に注意喚起の声かけをしてもらう。
　※　リーフレット等は庁内印刷で対応し、経費をかけずに実施。
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① ② ③ ④ ⑤
都道府県名 市町村名 事業内容
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※　類型…①訪問による注意喚起　②イベント等での注意喚起　③熱中症対策の物品配布　④避難場所設置　⑤その他

埼玉県 美里町 ○
民生委員・児童委員が、１人暮らし及び高齢者世帯に乳酸菌飲料を配布する際に周知。
昨年は、毎月高齢者いきいき対策事業を各行政区で実施している中で、リーフレット等を配布し注意喚起。今年も同様に実施。

千葉県 銚子市 ○
昨年は、地域包括支援センターが作成したリーフレット等を、ケアマネジャーを通じて要介護者に配布。また、窓口でも配布。
今年は、民生委員・児童委員が行う75歳以上の独居高齢者訪問、一人暮らし高齢者見守り支援事業での訪問時に、配布してもらう予定。

千葉県 市川市 ○
高齢者に対する熱中症対策を検討中。
市内の６５歳以上のひとり暮らし登録をしている方には、民生委員・児童委員の訪問の際リーフレット等を配布してもらい、周知を図る予定。

千葉県 八街市 ○
配食サービス対象者（一人暮らし、高齢者のみの世帯対象）に、熱中症予防、対処法パンフレットを7月分請求書と同封し送付。
緊急通報装置設置者（一人暮らし、高齢者のみの世帯対象）に、7月8月の伺い電話時に、熱中症予防、対処法などを委託事業者から説明。

千葉県 船橋市 ○ ○

平成22年度に高齢者で一人世帯の生活保護受給者を対象に訪問及び電話にて熱中症の注意喚起を実施。
平成23年度についても、高齢者で一人世帯の生活保護受給者に対して、熱中症に対する注意の呼びかけを行う予定。経費はかからない。
民生児童委員理事会を通じて、各民生委員・児童委員に対し、一人暮らし高齢者等、見守り世帯への熱中症に対しての注意喚起を促してもら
うよう依頼。
環境省の熱中症対策のリーフレット等を、７月の地区民協にて各民生委員・児童委員に配布し、見守り世帯への注意喚起を更に図る予定。
（リーフレット等を環境省に民生委員・児童委員の人数分依頼中）
船橋市介護支援専門員連絡協議会等と連携し、各事業所を通し具体的な熱中症予防法の浸透を図るとともに、ホームページ上でも広く周知。

千葉県 木更津市 ○
民生委員・児童委員に対し、高齢者等の住居へ訪問した際に熱中症への注意を呼びかけるよう、６月に開催される地区民児協議会の場にて
周知を依頼。
地域包括支援センターに対し、見守りが必要な高齢者等への注意喚起を依頼。

千葉県 市原市 ○ ○
各種イベント開催時に、熱中症対策のリーフレット等の配布等を行う。
広報紙、HP、民生委員協議会、小域福祉ネットワークなどを通じて、熱中症に関する、周知強化を図る。

千葉県 浦安市 ○ ○
一般市民に対し、市の広報ホームページで熱中症の注意喚起を図る予定。
熱中症の注意喚起リーフレット等を作成し、目のクールグッズやうちわと併せて支援の必要性が高いと思われる高齢者に配布。（市の高齢者
支援関係機関にも配布を依頼。）

千葉県 酒々井町 ○ ７月号広報紙に熱中症対策や注意事項を掲載し注意喚起。
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① ② ③ ④ ⑤
都道府県名 市町村名 事業内容
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※　類型…①訪問による注意喚起　②イベント等での注意喚起　③熱中症対策の物品配布　④避難場所設置　⑤その他

東京都 ○ ○ ○ ○

◎市区町村への助成事業
　○事業概要
　　１　熱中症予防担当者による戸別訪問等の実施
　　　・区市町村が熱中症予防担当者を確保し、一人暮らし高齢者や高齢者のみ世帯等の要援護者リストを作成。
　　　・要援護者を中心に戸別訪問を実施。
　　　・熱中症予防や停電時の注意事項等を呼びかけ。
　　２　猛暑避難場所（シェルター）の設置
　　　・商店街の空き店舗や都営住宅の空き部屋等を日中猛暑時の「避難場所」として活用することで、熱中症予防と節電効果を狙う。
　　３　熱中症予防等の普及啓発
　　　・熱中症予防等の普及啓発用リーフレット等・啓発グッズ（首に巻く冷却用ベルト等）を作成し、高齢者に配布する。
　○補助対象　６２区市町村
　○補助基準額　６５歳以上人口により、5,000千円～15,000千円/１区市町村
　○補助率　　10/10

猛暑という自然環境的な要素だけでなく、今夏は電力不足による節電という人為的な要素が加わり、昨年に比べ熱中症が増えることが予想さ
れる。そこで、熱中症患者のセーフティネットとして都立病院及び公社病院で一定程度の「熱中症緊急対策病床」を確保することで、都民の安
心・安全を守る役割を果たしていく。

神奈川県 横須賀市 ○
７月上旬に、市で作成した熱中症の注意喚起を促す文書を民生委員・児童委員に配布し、地域の高齢者に対し機会を捉えて周知するよう依
頼する予定。

新潟県 柏崎市 ○ ○ ○

地域で実施する老人会などの健康教育の中で、リーフレット等を使用し、熱中症の啓発。
熱中症予防について、市広報誌、市ホームページに掲載。
（今後猛暑日が続く場合）熱中症予防について、防災無線による啓発を予定。

＜見守り支援体制の強化＞
　地域包括支援センター職員に、気になる独居等高齢者への家庭訪問及びリーフレット等配布、電話等による声かけを依頼。（連絡会におい
て文書とともに依頼。）
　ケアマネジャーに注意喚起。（連絡会議において口頭で）
　民生委員・児童委員に、高齢者世帯等への声かけ、見守り支援を依頼。（文書により、２回）
　消防署に対して、熱中症による搬送者のうち、単身・高齢者のみ世帯で重篤な状況で搬送された場合に、状況等について通報を依頼。

長野県 松本市 ○

環境省の「熱中症環境保健マニュアル」を参考に以下の対応を実施。
　保育所を対象とし、園長会やメールにて、園児及び職員に対し、こまめな水分補給を促し、熱中症予防について周知。活動後には必ず手洗
いと水分補給を促し実施している。また、延長保育をしている児童には園で麦茶を用意し、時間を設け水分補給をしている。
　「ほけんだより」にて、保護者に対しても熱中症予防について周知。
　プール遊び、外遊び時の熱中症予防として、テントを設置するなど日陰の場所を設けるなどの工夫。
　保育室内での熱中症予防として、窓にすだれやネット、緑のカーテン等を利用し、直射日光が入らないように工夫。
　未満児の保育室には冷房器具を設置し、必要に応じ使用。未満児に対しては、昼食やおやつ以外でも園で麦茶を用意し、水分補給に努めて
いる。

長野県 岡谷市 ○
岡谷市民生児童委員協議会の６月定例地区会長会で、要援護者高齢者世帯調査や日頃の見守り活動の際に、高齢者の方々へ十分な水分
を摂取し熱中症に注意するよう呼びかけていただくことを依頼。
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長野県 伊那市 ○ ○
昨年度は地域包括支援センターで作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を７月に全戸回覧するとともに、民生委員・児童委員に依頼し、
一人暮らし高齢者及び高齢者のみ世帯に配布して周知。今年度も実施予定。

長野県 中野市 ○ ○ ○

昨年は、一部民生委員・児童委員に依頼し、市で作成したリーフレット等を配布し、独り暮らし高齢者に周知を依頼。今年度も、民生委員の協
力が得られるよう調整中。
音声告知放送で予防について周知。
広報紙等に掲載し、予防について周知。
高齢者等の集まりがあるところで、健康教育を実施。

長野県 飯島町 ○

高齢者対象の「はつらつ教室」を町内２箇所で毎年６月頃実施
　（内容）夏に向けて、家での過ごし方について注意点を話す。特に水分等の摂り方は脱水症予防を中心に講話。実際にその場でもお茶など
を飲みながら、家での飲み方を話す。
出前講座（担当：保健師、管理栄養士　町民からの要望で実施）
　例年高齢者の集まりで、出前講座に講話依頼があり、その内容には時期を見て熱中症予防を入れる。本年も今後要望に応じ実施。
健康づくり教室等（担当：栄養の教室　管理栄養士）
　夏前の時期に、熱中症予防について教室で取り上げ講話。その場合高齢者を抱える家族も教室参加されているので、高齢者への配慮も依
頼。
　６月２７日健康づくり教室（運動・栄養について）の折、熱中症予防を講話の一部にする。

長野県 大桑村 ○ ○

 村で作成した熱中症注意喚起のリーフレット等を民生委員・児童委員に依頼し、訪問時に配布し、周知予定。
 昨年同様、各種介護予防教室開催時に村で作成した熱中症注意喚起のリーフレット等を配布し、周知予定。
 昨年同様、村のケーブルテレビにより注意喚起を放映予定。
在宅の介護認定者については、担当ケアマネジャーを通じて、障害者については保健師の訪問を通じて、村で作成した熱中症注意喚起のリー
フレット等を配布し、介護者も含めて周知予定。

岐阜県 ○

熱中症に対する県民等への注意喚起のため、平成２０年度より、県内の熱中症による救急搬送人員等をとりまとめ、自主的に公表。
　※　総務省消防庁の熱中症調査とは別の県独自の取組
　　県内２２消防本部から、平日の０：００～１６：００に、熱中症及び熱中症の疑いで救急搬送した傷病者（転院搬送による救急搬送事案は報
告対象から除く）数（中間値）を１６：３０までに報告を受け、当日県政記者発表を行う。
　　あわせて、中等症以上の傷病者については、個人情報が特定されない範囲で、消防本部名・性別・年齢・傷病程度・発生市町村・発生時間
や現場の状況について公表。
　　なお、平日の１６：００～２４：００を含めた傷病者数及び土日分については、総務省消防庁で翌週にまとめて公表されるため、県からの情報
提供は行っていない。
　　今年度の調査期間については、総務省消防庁の熱中症調査の期間と同じく、平成２３年５月３０日から平成２３年１０月２日までを行う見込
み。

岐阜県 多治見市 ○ ○

民生委員・児童委員に依頼し、市で作成した熱中症の注意喚起のリーフレットを6月～7月にかけて配付し、ひとり暮らし高齢者及び要援護者
への呼びかけと見守りを実施。
社会福祉協議会においては、運営している地域包括支援センターや高齢者支援センター、ケアプランセンター、デイサービスセンターにおい
て、市で作成した注意喚起のリーフレットを、サービス利用者や相談者（訪問先含む）、地域のサロン参加者、介護予防教室の参加者等に配付
し、水分補給や外出時、部屋の換気などの注意を呼び掛け。
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① ② ③ ④ ⑤
都道府県名 市町村名 事業内容

類型
※　類型…①訪問による注意喚起　②イベント等での注意喚起　③熱中症対策の物品配布　④避難場所設置　⑤その他

岐阜県 中津川市 ○

当市では熱中症予防の他、家具転倒防止、住宅耐震診断、火災報知器設置、地デジ化を「命を守る5点セット」と位置付け、関係各課と連携し
啓発活動及び対応に取組んでいる。
今年度、高齢者向け熱中症予防啓発用パンフレットを作成し、民生委員・児童委員の協力による在宅独居世帯への配布及び、上記の５点に
ついて、ご自宅の状況等をお伺いする聞き取りアンケートを5月～6月にかけ実施。
アンケートの結果を分析し、熱中症予防を含め見守り等の必要がある方に対しては定期訪問等の体制を整えていく方向。
上記啓発パンフレットを老人クラブの協力を得て、会員への配布も実施。

岐阜県 美濃市 ○ ○ ○

民生委員・児童委員に依頼して、要援護者台帳対象者（独居高齢者、高齢者世帯、介護認定者、障がい者等）に、リーフレット等の配布ととも
に注意喚起。
同報無線を使った放送による注意喚起。
高齢者対象の講座等でのリーフレット等の配布とミニ講話。

岐阜県 瑞浪市 ○
毎月、社会福祉協議会が発行の、ひとり暮らし高齢者を対象とした機関紙「ひなたぼっこ」に今年も熱中症に対する予防と注意喚起を６月から
７月号に掲載し、各地区の福祉委員が「ひなたぼっこ」を配りながら見守り活動を実施。

岐阜県 恵那市 ○ ○

 地域包括支援センターで作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を下記に配布するよう検討中。
　老人クラブ
　地域の集いの場「地域サロン」
　介護予防教室「いきいき健康教室」
　一人暮らし高齢者

岐阜県 可児市 ○
在宅介護支援センター（社会福祉協議会）において、地域包括支援センターと連携し、高齢者世帯への訪問時に熱中症の注意喚起を実施す
る等の対策を実施。

岐阜県 岐南町 ○ ○
民生委員・児童委員に依頼し、町で作成した熱中症の注意勧奨リーフレット等を６月から７月の１週までの間に配布し、一人暮らし高齢者、及
び、７５歳以上の高齢者のみの世帯へ配布し周知。
また、町の広報用無線、また、広報紙に熱中症の注意勧奨記事を掲載し、広く町民に啓発。

愛知県 刈谷市 ○ 「高齢者の熱中症」というテーマで市民健康講座を実施。（6月１７日実施予定）

愛知県 豊田市 ○ ○
豊田市ホームページでのＰＲ及び注意喚起。
地域包括支援センター、市内居宅介護支援事業所を通じ文書での注意喚起及びリーフレット配布等によるＰＲを実施。

三重県 熊野市 ○ ○

市広報での啓発：広報7月号「高齢者の熱中症」についての掲載。
文字放送を活用しての啓発：７～9月頃報道機関を活用しての啓発：７～9月頃。
市ホームページを活用しての啓発：７～9月頃。
市行政無線を活用しての啓発：７～9月頃。
高齢者健康教室や健康相談、高齢者会食事業の際にリーフレットを配布しての啓発：７～9月頃。
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① ② ③ ④ ⑤
都道府県名 市町村名 事業内容
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三重県 菰野町 ○ ○

昨年は、健康づくり係が中心となり熱中症の支援の必要性の高い低年齢児と高齢者に対し啓発を実施。具体的には、町社会福祉協議会の協
力を得て高齢者が集ういきいきサロンや乳幼児が集う子育てサロンなどで環境省の「熱中症予防情報サイト」から情報を得てリーフレットを作
成し注意喚起。
注意報が発令されたときは、防災無線を活用して注意喚起。
介護サービス事業所においては、室温と体調管理に気をつけ水分補給等に配慮。
今年は、昨年同様に対応を検討。

三重県 度会町 ○ ○

町内の介護サービス事業所では特に水分補給に注意し、声かけや職員による促し等も合わせ実施。
熱中症の注意喚起を町広報誌にて行う予定。
民生委員・児童委員がひとり暮らし等の高齢者や障害者の自宅を訪問した際に熱中症の注意喚起を行っていただくように民生児童委員協議
会に依頼。

滋賀県 大津市 ○ ○

児童の施設において、体温調節が難しい子どもについては、体温や体調に配慮し、定期的な水分補給を行なったり、発熱時には保冷剤で脇・
首筋などを冷やして体温調節したりする。また、必要な時に、一時的に冷房をつけた部屋で休息する
プールあそびを通して、身体の熱を下げる
射光ネットの使用や朝顔などの栽培による日影づくり

熱中症予防の啓発リーフレット等を作成し、地域包括支援センターにおける相談、訪問等で配付し注意喚起。
また、地域包括支援センターから居宅介護支援事業所の介護支援専門員にも、高齢者訪問時にリーフレット等の配布及び啓発の依頼。
さらに、各市民センター、老人福祉センター及び老人クラブ連合会にも啓発のリーフレット等の設置を依頼。
平成２３年度についても、同様の内容で実施予定。

滋賀県 日野町 ○
民生委員・児童委員や老人クラブ会員を通じて注意喚起のリーフレット等により周知を図る予定。
介護保険利用中の高齢者に対して、担当する居宅介護支援事業所の介護支援専門員を通じて注意喚起のリーフレット等等により周知を図る
予定。

京都府 舞鶴市 ○
市広報紙「広報まいづる」6月16日号に熱中症の注意喚起の記事を掲載。
市ホームページにて熱中症について注意をよびかける。（6月中旬～）
熱中症予防のリーフレット等を自治回覧する予定（7月）。

京都府 南丹市 ○ ○

昨年度も実施したが、ＣＡＴＶ回覧板（文字放送）を通して、市民への啓発を予定（梅雨明け頃）。
昨年度は、市の防災無線を通じて熱中症予防を呼びかけ。
昨年度、社会福祉協議会が作成した、毎月の見守り活動の際に配布する「あんしん・あんぜん見守りチラシ」の８月号のテーマに「熱中症」を取
り上げ、熱中症の症状、注意点、予防方法、応急処置などについて、主に一人暮らしの高齢者を対象に周知を図った。
民生委員・児童委員・ふれあい委員（旧福祉委員）が見守り活動で自宅訪問する際に、リーフレット等を直接手渡しすることに加え、リーフレット
等の内容について言葉を添えて説明することにより、熱中症に対する注意喚起をさらに促すことができ、熱中症者の事前防止につながってい
る。
今年度も去年度に引き続き、「あんしん・あんぜん見守りチラシ」の８月号（予定）に「熱中症」の対策について取り上げ、見守り活動の際に配布
することを予定している。

京都府 与謝野町 ○
与謝野町ケーブルテレビの文字放送及びデータ放送にて、昨年8/19～8/31の間、熱中症についての注意喚起を行い、地域住民への見守りを
呼び掛け。

大阪府 吹田市 ○
昨年は、連日の猛暑・酷暑の中、市民にとっても生命にかかわるような厳しい現状となっていたため、熱中症による被害を軽減するため吹田市
消防施設に熱中症シェルターを設置し、一時的避難所として提供することとした。今年も実施の方向で調整中。
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① ② ③ ④ ⑤
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大阪府 箕面市 ○ ○ ○

７月以降に行う予定
　市立施設（障害者福祉センター、障害者自立支援センター）及び市内の事業所、障害者福祉作業所、小規模通所授産施設、指定障害福祉
サービス事業所を通じ、利用者への啓発を行う。
　訪問、面接時に被保護者へ啓発を行う。
　介護保険認定結果通知の送付に、熱中症対策のリーフレット等を同封。
　市内の介護保険サービス事業所に対し、注意喚起通知文と熱中症対策のリーフレット等を送付。
　老人福祉センターに熱中症対策のポスターを掲示し、利用者へ熱中症対策のリーフレット等を配布
　地域のサロンにおいて高齢者へ注意喚起。
　街かどデイハウス（要介護認定で非該当と判定された方などを対象に、介護予防のサービスや創作活動を提供）利用者にリーフレット等を送
付。
　箕面市社会福祉協議会に注意喚起の通知文と熱中症のリーフレット等を配布し、高齢者への乳酸菌飲料配布時や一声訪問員の訪問時に
リーフレット等の配布を依頼。
　緊急通報装置設置サービスの委託業者に対し、利用者の安否確認の際に、熱中症の注意喚起を行うよう依頼。
　市のホームページに掲載。
　市民安全メールにて登録者に送信
　その他必要に応じ、自治会回覧や国保保険料の本算定決定通知の発送等を活用し、周知予定。

８月以降に行う予定
　 全被保護者世帯へ通知発送時に啓発を行う。

大阪府 門真市 ○
７月の広報紙に熱中症の注意喚起を目的に掲載。
今回、門真市老人クラブ連合会の広報紙に「熱中症」についての注意喚起を記載予定。

兵庫県 伊丹市 ○
民生委員・児童委員の研修の際に熱中症への注意喚起のパンフレットを配布し、民生委員・児童委員が高齢者等を訪問する際に、熱中症対
策についてパンフレットを使って周知を図ってもらう。
※パンフレットは県から配布されており、増刷については庁内印刷で行うため、それほど経費はかからないと考えている。

和歌山県 和歌山市 ○ ○ ○

和歌山市のホ－ムペ－ジに熱中症対策についての新着情報を掲載。（平成２３年６月１日～）
市広報紙７月号に熱中症対策の記事を掲載。
地域での健康教育等を通じて、熱中症対策について講演し注意喚起。
民生委員・児童委員に依頼して、本年度は環境省の熱中症対策ついてのリーフレット等を一人暮らしの高齢者宅に配布するため調整中。

岡山県 岡山市 ○ ○ ○

昨年は、地域包括支援センターが、保健センターと連携して、介護予防教室や、小地域ケア会議の場などで、熱中症に対する注意と呼びかけ
を行ったほか、センター職員による高齢者の自宅訪問の際に、熱中症予防に向けた相談対応や助言を行った。今年も昨年と同様の取り組み
を行う予定。
高齢者の参加が多い健康教育事業にて熱中症の注意喚起と予防法・対応方法について説明。
地元FMラジオで熱中症予防のお知らせ放送。
6～9月の各種健康増進イベント等にて注意喚起のリーフレット等配布。
保健所HPに熱中症サイトの開設。

岡山県 高梁市 ○ 昨年は、熱中症対策として予防法について、行政チャンネル、防災無線、文字放送を通じて全戸へ注意を促した。

岡山県 瀬戸内市 ○ ３地区（牛窓・邑久・長船）で実施している地域ケア会議で情報を共有し、熱中症予防の意識を高めている。
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岡山県 浅口市 ○
市で作成した「熱中症予防対策」のたよりを、民生委員・児童委員による一人暮らし高齢者及び高齢者世帯の見守り訪問の一環として配布。
本年も7月号にて配布予定。

岡山県 早島町 ○ 民生委員・児童委員に依頼し熱中症予防についてのパンフレットを配布し、高齢者世帯等に個別に周知。

岡山県 矢掛町 ○ ○

高齢者見守支援員（社会福祉協議会職員）が７５歳以上の独居高齢者と８０歳以上の高齢者世帯を約６００人程度巡回訪問している。その
際、夜間頻尿、便秘、脱水症状などの豆知識のリーフレット等を配布。昨年は特に熱中症の疑いがあるため水分補給の重要性をアピールして
回数を増加。今年度も継続実施。
介護予防教室として中央の老人福祉センターや、地域へ出向き、「健康体操」を開催。
運動を実施する上で、必ず水分補給を摂らせ、熱中症とはどんな症状のことを言うのかを繰り返し、担当指導員へ伝達し、リーフレット等も配
布しながら予防対策を周知。

岡山県 久米南町 ○
広報紙に関連記事を掲載し啓発。
各家庭に設置した告知放送を使用した啓発。

徳島県 徳島市 ○ ○ ○

市で作成した熱中症予防のリーフレット等を高齢者へ配布。
　・老人クラブ会員
　・元気高齢者づくり教室参加者
　・配食サービス利用者
　・地域包括支援センター職員が訪問する高齢者　等
徳島市の広報紙へ熱中症の注意を呼びかける記事を掲載。今年は７月１５日号の予定。
上記と同様の記事を徳島市ホームページに掲載する（現在掲載中）。
地域でのウオーキングの輪を広げていくため、その活動の中心となって活動できる人材を育成する「ウォーキングメイト講座」への参加者へ、
熱中症対策のリーフレット等を配布。
地区で行っている高齢者等の健康教育で「熱中症予防」についてのテーマで講話を実施。

徳島県 上板町 ○ 民生委員・児童委員が要援護者を訪問する際、注意喚起。

香川県 東かがわ市 ○ ○
地域で開催される介護予防講座に参加する高齢者に、熱中症予防のリーフレット等を使い注意を喚起する予定。
介護認定で要支援認定を受けている高齢者宅を訪問した際、担当しているケアマネジャー等が水分摂取や室温の管理など予防を呼びかけ
る。

愛媛県 大洲市 ○ ○
夏場「保健だより」に熱中症対策の記事を掲載。
サロンや転倒予防教室等老人が集まる所で健康教育を実施。

高知県 四万十市 ○ ○

以前より実施していた身体障害者・児の住宅等改造支援事業の補助対象種目にエアコンを追加。対象者は頚椎損傷等により体温調節機能を
喪失した方（医師意見書必要）で、住宅にエアコンを設置していない方。（工事設置費用上限60，000円)※検討中
昨年は猛暑による熱中症の増加が見込まれた事から、市内各地域で高齢者が介護予防を行う団体である「地域ふれあい談話室」において、
保健師が熱中症予防・対処法等の健康教育を実施し周知に努めたところであり、本年度についても同様に周知に取り組む事予定。

高知県 日高村 ○ ７月広報への掲載
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① ② ③ ④ ⑤
都道府県名 市町村名 事業内容

類型
※　類型…①訪問による注意喚起　②イベント等での注意喚起　③熱中症対策の物品配布　④避難場所設置　⑤その他

高知県 芸西村 ○ ○ ○

6月末の全戸配布の広報誌にて熱中症予防について周知する予定。
平成22年度より6月下旬から8月にかけて75歳以上の独居老人、高齢者世帯、障がい者を対象に芸西村地域包括支援センター、芸西村保健
センター、芸西村社会福祉協議会の職員が家庭訪問し、リーフレット等配布しながら予防について啓発。本年度も同様に実施するが、対応ス
タッフとして民生委員・児童委員にも依頼する予定。
村内の「あったかふれあいセンター」（高齢者から障害者、子どもたちの多世代交流の場）や公民館来所者に対して、保健師等の看護職が熱
中症予防の健康教育を予定。

福岡県 福岡市 ○ 消防局で作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を５月中に民生委員・児童委員に配布し地域での周知を図る。

佐賀県 ○

佐賀県では、現在、要援護者の対策事業として予算化された熱中症対策事業の実施はないが、保健分野で熱中症情報の発信をしており、次
の基準に該当する場合、別添の「熱中症情報」を市町の民生委員・児童委員担当課（民生委員・児童委員に周知を依頼）や民生委員児童委員
協議会にメールで送信し注意喚起。
熱中症情報発信の基準
①暑さ指数が３１度以上になったとき
②熱中症による救急搬送患者数が増加し、必要と判断したとき
③熱中症シーズンに入る直前（梅雨明け宣言時）
④シーズン終盤、体育祭の時期など必要と判断したとき
（原則として、月曜～金曜日に得た情報に基づき発信する。）

長崎県 長崎市 ○ ○

民生委員・児童委員に対し、市で作成した熱中症の注意喚起のリーフレット等を７月に配布し、一人暮らし高齢者等訪問時に周知。
８月に養護老人ホーム、軽費老人ホーム、生活支援ハウス、老人憩の家、老人福祉センターに市で作成した熱中症の注意喚起のリーフレット
等を配布し周知。
「広報ながさき」８月号に、「健康長崎市民21ワンポイントアドバイス」のテーマとして熱中症について取り上げ、注意喚起。
テレビで熱中症対策について広報活動を実施。
自治会や健康教室へ行く際に、熱中症の注意喚起のリーフレット等を配布し周知。
地域包括支援センターへリーフレット等を配布し、訪問時に注意喚起。

長崎県 佐世保市 ○
昨年と同様に、市ホームページに熱中症の注意喚起について掲載を行う予定。
また、テレビなどの「させぼ市政だより」による広報も併せて行うことを検討しており、秘書課と調整を行う予定。

熊本県 菊池市 ○ ○ ○

熱中症予防のリーフレット等を作成し、民生委員・児童委員や地域福祉委員、ケアマネジャー、介護事業所などを通じて、高齢者へ配布。
各地区の高齢者を対象とした健康教育時に、熱中症予防について講話の実施。高齢者のサロンなどにて、リーフレット等の配布及び予防につ
いての講話の実施。
広報「きくち」にて、熱中症予防の記事の掲載。

熊本県 大津町 ○ ○
 町の広報紙６月号（６月１日発行）に、気温の高くなるこれからの季節に向けた記事「水分摂取を考えよう」を掲載。
 民生委員・児童委員に依頼し、「熱中症～ご存知ですか？予防・対処法～」（環境省）のリーフレット等を６月に配布し、一人暮らし高齢者等へ
の周知。

67 34 5 3 58
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